
MassCore システムで Foobar を起動して DSD ファイルを
視聴する方法

* Foobar及び そのコンポーネント、デコーダーは、著作権者および寄稿者によって提供されており、いかなる場合においても、著
者または寄稿者は、直接的、間接的、付随的、特別、例示的、または結果的損害（代替品またはサービスの調達、使用、データ、

または利益の損失を含みますがこれらに限定されません）に対して責任を負わないものとします。たとえそのような損害の可能性

について知らされていたとしても、契約上、厳格責任、または不法行為 (過失またはその他を含む)にかかわらず、本ソフトウェア
の使用から何らかの形で生じた原因および責任理論に基づくものとします。

準備
Foobar で DSDデータを再生するためには、下記の準備が必要です。
本文章では、以下の必要なファイルをインストールしてあるものとして説明します。

下記リンクは、弊社で試験を行ったバージョンがリンクされていますが、インストールの際は最新バージョンをお

試しください。

コンポーネントのインストールは、ここ をご覧ください。

Foobar 2000 v2（以降）のインストール

MAD（V2以降）のインストール

Foobarに foo_out_asio.fb2k-component をインストールする

Foobarに foo_dsd_processor.fb2k-component をインストールする

Foobarに foo_input_sacd.fb2k-component をインストールする

注意：”foo_dsd_processor.fb2k-component” と “foo_input_sacd.fb2k-component”は、”
foo_input_sacd-x.x.x.zip”に同梱されています。
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https://foobar2000.xrea.jp/?Components#:~:text=%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%80%81%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%BC%E3%83%AB%E6%96%B9%E6%B3%95%E2%80%A0,%E3%83%89%E3%83%A9%E3%83%83%E3%82%B0%26%E3%83%89%E3%83%AD%E3%83%83%E3%83%97%E3%81%A7%E3%82%82%E5%8F%AF%E8%83%BD%E3%81%A7%E3%81%99%E3%80%82
https://www.foobar2000.org/getfile/foobar2000-x64_v2.0.exe
https://merging.com/support/downloads#mad
https://www.foobar2000.org/getcomponent/18facbc405c9cc6243482e7d47fdd872/foo_out_asio.fb2k-component
https://remotedesktop.google.com/access/session/59af95b3-b883-7496-ec95-82f43f76cfb3


設定

注意事項

● Foobar では DSDデータはPCMとして再生されます。

● MADは MassCore システムでは MassCore モードのみでしか動作しません。そのため MAD
は Pyramixが起動していないと動作しません。

● あらかじめ、DXDモード時にモニターパネル経由で音が聴ける様に設定してください。

Pyramix側の設定（1～2は Pyramixは起動していない状態で行ってください）
1. コントロールパネル > VS3 Control Panel を開き、Audio Bridge部分を次の図の様に設定し、OK
で閉じます。

2. 次に MAD Panel を開き、Advanced Settings を開き、Bridge を “2”に設定します（ステレオ時）。

3. Pyramix を起動して、DXD プロジェクトを開きます。

4. Monitorパネルを開きます。
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5. ①　Ext. Machine を開き、 “New” をクリックして新しいマシンを作成してください。
②　適当な名前を付けます（この例では “Foobar” と名付けています）。
③　その入力を MT ASIO Bridgeの 1(AB1) と 2(AB2)に割り振ります。

6. “Monitor !” をクリックして Monitorパネルに戻り、

7. 左下の “Busses” を２回クリックして “Busses / Externals”に表示を変え、

8. ”Foobar” をクリックで選択しておきます。

9. モニターボリュームをある程度上げておくことを忘れないでください。

dsp Japan Ltd, 4-8-5 Nakameguro, Meguro-ku, Tokyo 153-0061
T : 03-5723-8181 F : 03-3794-5283 U : http://www.dspj.co.jp

3



注意 1
DXD モードで、プロジェクトの音を Monitorパネルから音を聴くには、Monitorパネルの Configure で正しく
スピーカーに接続された回線を設定しておく必要があります。

下図の例では、MassCore Output 1/2 を Horusの HPに接続しています。

↕
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注意 2

Mixerの Outputは、Monitorパネルで使用する回線に重複して割り当てないようにしてください。

① Mixerの Buss Outputの数字が無い、または②別の数字にアサインされているようにしてください。

この③数字がオレンジ色の場合、回線が重複してアサインされていることを示します。

① Mixerの出力がどこにもアサイ
ンされていない例

② Mixerの出力が別の回線にア
サインされている例

③ Mixerの出力が重複してアサ
インされている例

〇 〇 ✖
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Foobar側の設定

1. Foobar を起動します（Pyramixは起動したままにしておいてください）。

2. File > Preference を開きます。

3. Playback > DSP Manager を開きます。

4. 右欄の Resample (Retro Arch)の “+” をクリックして、左欄に表示させます。

5. 左欄に入った “Resample (Retro Arch)” をダブルクリックして、Configuration を表示させます。

6. Target sample rate を DXDの 352800に設定します（”Quality: “は適当に設定してください）。

7. OK で閉じます。
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8. 次に、その下にある “Output” をクリックして開きます。

9. Deviceの欄に “ASIO : Merging Audio Device” を選択します。

10. OK で Preference を閉じます。

以上の設定で、Foobarの Playlistに入れた DSD音源を Merging社製 DAC で視聴することができます。
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